
2021年 政治社会学会（ASPOS）第 12回総会・研究大会 

 

12月 18日（土）～19日（日） 

 於 オンライン開催 

 

 

 

 

政治社会学会第 12回研究大会 開催にあたって 

テーマ：「危機と政治社会 コロナ後の世界を考える」 

2020 年以降、日本をはじめとして世界的に、新型コロナウィルス（COVID-19）による惨

禍が生じた。COVID-19 の世界的伝播は、裏を返せばグローバリゼーションの進展の証左

ともいえ、現代グローバル社会が直面せざるを得ない現実を突きつけた。Society5.0や第四

次産業革命などイノベーションの必要性が叫ばれる今日、グローバル社会はひとつのウィ

ルスに対して脆弱性を露呈した。 

しかし、私たちはここから学びとることを学びとり、さらにレジリエントなグローバル社

会の構築を模索する必要がある。そこで、本年度の政治社会学会研究大会の共通論題は「危

機と政治社会 コロナ後の世界を考える」とする。 

マルチディシプリナリーで、ネットワーク的思考を有し、多層的な問題解決を示唆する多

くの発表を期待する次第である。 

政治社会学会第 12回大会実行委員長 

東洋大学国際学部教授 

市川 顕 

 

 なお、当大会は東洋大学グローバル・イノベーション学研究センターとの共催とする。 

 

 

 

 

 

 

 



 

大会参加要領 

 

 

 

(1) 日時・場所 2021年 12月 18・19日（土・日）10:00～オンライン開催 

  

(2) 大会参加費 一般会員・学生会員・非会員 0円（オンライン開催につき） 

  

(3)研究発表 1人あたり発表 15分（自由論題セッション） 

  

(4)大会本部 〒112-8606 東京都文京区白山 5-25-20 

東洋大学国際学部グローバル・イノベーション学科 市川研究室 宛 

E-Mail: ichikawa0004[a]toyo.jp 

  

(5)学会事務局 ＜本部＞ 

〒112-8606 東京都文京区白山 5-28-20 

東洋大学国際学部 市川 顕 研究室 

  

(6)使用会場 オンライン開催 

  

会 場  東洋大学 白山キャンパス 

     〒112-8606 東京都文京区 5-28-20 

主 催  政治社会学会 

共 催  東洋大学グローバル・イノベーション学研究センター 

 

 

 

 

 

 



プログラム 

 

12月 18日（土） オンライン開催 

開会挨拶 大賀 哲（九州大学） 

 

10:00-11:00 自由論題セッション 1 

座長：大賀 哲（九州大学） 

Junya Okuno (Formarly, Meiji Gakuin University) 

“The Theoretical Foundation of “Anti-mask” Thoughts: Liberalism, Communitarianism 

or Extremism?” 

 

11:00-12:00 自由論題セッション 2 

座長：市川 顕（東洋大学） 

端誠一（京都大学大学院エネルギー科学研究科） 

「デジタル化の受容性と社会関係資本の関係‐京都府与謝郡与謝野町における事例研究」 

 

12:00-13:30 昼食 理事会（オンライン開催） 

 

13:30-14:00 総会（オンライン開催） 

 

14:00-15:00 特別講演 （オンライン開催） 

座長：市川 顕 （東洋大学） 

テーマ「コロナ禍から脱コロナ禍への政策対応―財政と金融のポリシーミックス」 

講演者 野口 旭  （日本銀行政策審議委員） 

討論者 原田 博夫 （専修大学） 

討論者 新川 達郎 （同志社大学） 

 

＜特別講演にあたっての注意点＞ 

事前登録が必要です。https://forms.office.com/r/MsAip76uAC からお申し込みください。 

当日の午前中にオンライン・システムの URLをお送りします。 

講演資料の配布（HPからのダウンロード）不可とします 

講演の録音・録画不可とします 

講演内容は講演者個人の見解です 

講演の模様は、質疑の内容も含めて、外部への発信・引用はお控えください 

 

15:00-16:00 質疑応答 

https://forms.office.com/r/MsAip76uAC


 

12月 19日 オンライン開催 

 

10:00-12:00 特別企画テーマセッション 1 

テーマ「新型コロナをめぐる政治社会学」（オンライン開催） 

座長 原田博夫（専修大学） 

報告１ 新川達郎（同志社大学）「近代以降の日本における感染症対策と COVID-19」 

報告２ 槇和男（株式会社メディエコ研究開発）「データ解析から見た COVID-19」 

報告３ 中村知子（茨城キリスト教大学）「モンゴル国における COVID-19対策と人々」 

討論者 三石博行（株式会社メディエコ研究開発） 

グループディスカッション：参加者全員による討議 

 

12:00-13:00 昼食 理事会（オンライン開催） 

 

13:00-15:00 特別企画テーマセッション 2 

テーマ「国際政治社会学の地平」（オンライン開催） 

座長 大山貴稔（九州工業大学） 

報告１ 黒木麻衣子（政治社会学会）「日本外交とアイデンティティ」 

報告２ 南波慧（一橋大学大学院）「欧州における『難民問題』と〈境域〉のゆらぎ」 

討論者 大賀哲（九州大学） 

グループディスカッション：参加者全員による討議 

 

15:00-18:00 特別企画テーマセッション 3 

テーマ「視覚会議で「政治社会学」を考える！」 

座長：大賀哲（九州大学） 

 

 

18:00-18:05 閉会挨拶 大賀 哲（九州大学） 

 


